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【学校運営協議会資料】 

令和元年度 堺東高等学校 

第１回 学校運営協議会 

ご提言・ご意見のまとめ 
 

 

令和元年度 堺東高等学校第１回学校運営協議会が、７月２２日に開催されました。第１

回の協議事項は、「今年度の学校経営計画と取組みについて」、「各分掌、学年、委員会より

現状報告と今年度の取り組みについて」の２点です。当日、各委員のご提言、ご意見の概略

を以下のようにまとめました。 

 

協議会委員 

1津田 謹輔    (帝塚山学院大学 学長)  

2二橋 るみ子   (堺市立晴美台中学校 校長) 

3美濃部 桂子   (本校後援会顧問)  

4森  繁樹    (本校同窓会長)   

5川本 智子   (本校ＰＴＡ会長)               

6松野 雄太    (（株）ベネッセコーポレーション )  

 

事務局 

校長 教頭 事務長 首席 企画委員 

 

【次第】  

1 校長挨拶 

2 今年度の学校運営協議会委員及び事務局員の自己紹介 

3 学校運営協議会の概要について、会長・副会長の選出        

4 令和元年度学校経営計画と取り組みについて報告（校長） 

5 各分掌、学年、委員会より現状報告と今年度の取り組み（各部代表） 

6 その他、今後の日程  

 

第１回テーマ  

「今年度の学校経営計画と取り組みについて」 

「各分掌、学年、委員会より現状報告と今年度の取り組みについて」 

協議委員の方  々
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■校長より 

本日の協議に入る前に、校長より挨拶に続いて堺

東高校の近況報告がありました。 

□ お忙しい中お集まりいただき、ありがとうござ

います。4月に緑風冠高校より着任しました。栗

山校長先生のあと総合学科の特徴を活かせるよ

うがんばって行きたい。 

□ 令和の時代になって、教育内容や社会から求め

られるものが大きく変化してきています。学校だけで対応できないものもあるので、

PTA・同窓会・後援会・地域の方々のお力を借りながら対応していきたいと考えていま

す。 

□ 学校の近況ですが、19 日に集会を行いました。2･3 年次生は、25 日まで補充授業にな

っています。8月 22日から授業が再開されます。 

□ 24日からはオーストラリアへ語学研修に出発します。また、病院実習・老人介護実習・

保育実習に参加する生徒もいます。 

□ 文化祭は 9/6・7 に開催する予定になっています。7 日は公開日となっており、中学生

にも見てもらおうと考えています。 

□ 広報活動としては、ミニ見学会を月に 1回程度、大手の塾の説明会が 2回、7/21には、

インッテクス大阪での公立学校進学フェアなどを活用して本校の魅力を伝えています。 

□ また、10 月には学校説明会、11 月にはオープンスクールを行いますのでぜひ来校して

いただいて本校の様子を見てほしいと伝えています。 

□ 新入生に電動車いすの生徒が入学してきました。5月の遠足には、リフト付きバスでみ

んなと一緒に参加しました。 

□ 現在の課題のなかに ICT環境の充実があります。同窓会・後援会・PTAの方々と相談し

ながら導入していければと考えています。 

■今年度の学校経営計画と取り組みについて質疑応答 

□説明 ・■意見・質問 

◇「今年度の学校経営計画と取り組みについて、校長より説明 

【 １、確かな学力の育成 】 

□ 令和 3年度より新しい教育課程に移行します。夏にある教育課程説明会の内容を踏まえ

て教育課程の編成に向け、校内で協議していく必要があります。 

 

【 ２、安全で安心な学校づくり 】 

□ 通学時の東門近辺が交通量も多く危ないという指摘があり、以前から歩道の整備につい

て堺市とも協議しています。経費分担など難しい問題がありますが、生徒の安全のため

すすめていきたいと考えています。 
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【 ３、夢にチャレンジする積極的な生徒の育成 】 

□ 高大連携やいろいろな施設実習など、学校外での活動に積極的に参加してくれることも

生徒を育成する上で大切な要素だと考えています。 

 

【 ４、開かれた学校づくりの推進と情報の発信 】 

□ 昨年度あったような地震・台風などの災害時の連絡のため、「さくら連絡網」の運用をこ

の春から始めています。欠席や遅刻の連絡にも活用されています。 

 

【 全般的な課題 】 

□ 授業だけでなく、部活動や学外での活動などいろいろな場面で学んだ知識を活用できる生

徒の育成が求められています。 

□ 障がいを持った生徒だけでなく、全ての生徒に対してわかりやすい言葉掛けや図や画像を

使っての説明など、ユニバーサルデザインを心がける必要があります。 

□ 授業アンケートなどを活用して、生徒や保護者のニーズにこたえられるようにしていきたいと

考えています。 

 

 

■ 「さくら連絡網」などの欠席・遅刻の連絡については、時間制限をかけておられますか。 

□ 保護者に向けては、基本電話連絡で7:30から8:30の間でお願いしますと伝えています。

先日実施した体育祭が天候不順でどうなるか前日には判断できなかったので、「さくら連

絡網」を使って生徒･保護者には連絡をしました。 

■ 授業アンケートをされているようですが、作成･分析など大変じゃないですか。 

□ マークカード式で本校で解答用紙を作成し、委託業者に集計・分析をお願いしています。 

■ ユニバーサルデザインの推進ぜひ進めてください。 

■ 歩道の整備については、近畿大学の泉ヶ丘移転も巻き込んで整備を進めてもらいたい。 

 

■各分掌・委員長からの説明に対しての質疑応答   □説明・■意見・質問 

 

【 総務部より 】 

□ 協議委員の方々には PTA新聞を資料として

入れてありますのでご覧になっておいてく

ださい。 

□ PTA の方々が積極的に参加してくださるの

で PTA活動はスムーズに進んでいます。あ

りがとうございます。 

□ 今年は、10月 19日に学校説明会、11月 16日にオープンスクールを予定しています。司

会や進行を生徒会が、誘導や学校生活の紹介を 1年生が担当します。 

□ この春から新しい制服になりました。多くのご意見やご支援をいただきありがとうござ

いました。          
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【 教務部より 】 

□ 教務部長としては、それぞれの係の先生方の意思の疎通を大事にすることとミスが起こ

らないようにすることが大切だと感じています。 

□ 科目選択は、総合学科で大切な仕事です。転勤されてきた先生や生徒にわかりやすい仕

組みにすることと昨年度抽選時に待ち時間が長いなど問題点があったので工夫が必要で

あると考えています。また、進路指導部と連携しながら科目選択指導をしています。 

 

【 進路指導部より 】 

□ この春の入試結果を見ると定員の厳格化の影響が大きかったことがわかります。現 3年

生にも現状を伝えて、対策を考えたり、アドバイスをするようにしています。本日も外

部から講師に来ていただいて「併願校の決め方」について講演をしてもらいました。 

 

【 生徒指導部より 】 

□ 遅刻や欠席など例年とそんなに変わらない感じがします。頭髪指導については、年々難

しくなってきており、元に戻すまでの時間が長くなってきている。気になることは、自

転車による事故のことです。昨年 1年間で 16件でしたが、今年はこの時期で 16件にな

っていますし、加害者になるケースも増えています。自転車保険についても考える必要

があります。 

 

【 生徒会部より 】 

□ 部活動の加入率は、昨年より下がりましたが、例年より少し高めの７６．７％でした。

運動部の顧問の数を全体的に増やしています。新入生歓迎のクラブ紹介は、動画などを

使うクラブが増えてきていますが、時間を使いきれないクラブも増えてきています。体

育祭は、GW10 連休や天候が心配されるなか何とか開催できました。文化祭については、

企画内容を指導している段階です。T シャツのデザインなどで著作権の指導が必要であ

ったり、ペンキの使い方など指導が必要になってきました。 

 

【 保健部より 】 

□ 健診など今年も例年通り動いています。特に健診は、時間が長くなっていましたが、今

年はスムーズに実施できました。懸案になっているのは、非常時に車椅子の生徒をどの

ように避難させるかです。車椅子を使用できないことも想定して、担架を使うなど実際

に起こったことを想定して訓練をする必要があると考えています。また、不審者に対す

る対応も考える必要があります。 

 

 

■ 中学校では不審者に対する教員の訓練が義務付けられています。ところで、道徳教育に

ついてですが、中学校では教科書を使用して年 35 時間学習する事になりましたが、高

校ではどうされていますか。 

□ 志学という形で従前より行っていますが、教科書などはありません。人権学習や障がい

理解、進路選択などを考えて取り組んでいます。今後改編していきます。 
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■ カリキュラム学習はされていますか。また、科目選択指導の中で抽選があるということ

でしたが、進路選択と連携していますか。 

□ 生徒主体で選択していますが、進路と連携してチェックしアドバイスをしています。抽

選する科目については、進路に関わるものではありません。 

■ 部活動についてですが、生徒のためにできるだけ時間を確保したいということと働き方

改革による閉庁日や定時退庁でどのように対応されていますか。 

□ 定時退庁日は水曜日に設定しています。クラブについては、ノークラブディを考査 1週

間前などにまとめるなど工夫をしています。 

■ スマートフォンなどの持込について、堺市では、まだ持込を認めていない。高校では持

ち込み OKだとおもいますが、どのような問題が起こっていますか。 

□ 本校では、持ち込みは認めていません。生徒は持ってきていますが、「ダメだ」という

認識は持っています。懲戒などの問題行動のほとんどが、SNSがらみです。 

■ 外部からのクラブ指導員のような仕組みはあるのですか。 

□ 教育庁が一部の高校に導入しましたが、ほとんどの高校ではありません。 

 

 

【 人権教育委員会より 】 

□ 前期と後期に１回ずつ取り組みを行っています。全体では前期は７月にビックアイで在

日韓国人 3世のパフォーマーの方から話を聞きました。また、堺支援学校に訪問して交

流会も先日行い、１２月には本校に来校していただく予定です。２年次は法律の話（特

に奨学金について）と虐待防止、３年次は現在の就職の実態と HIV・エイズ防止教育に

ついて予定しています。教職員向けには７月に支援を要する生徒の評価について講演し

ていただく予定にしています 

 

【 志学より 】 

□ 30年近く堺支援学校と交流会を行っています。7月 12日の交流会については、別紙をご

覧ください。12月には堺支援学校の 3年生が社会に出る決意を語ってくれます。 

 

【 生徒支援委員会より 】 

□ 自立支援委員会と教育相談委員会を統合して 2年目になります。スムーズに会議が進行

できるよう、別紙のように５つのグループで検討し、集約してから委員会に報告してい

ます。報告される生徒は、毎月 1年次で 4,5名、2･3年次で各 8名程度です。スクール

カウンセラーによる面談は、生徒だけでなく保護者や教員も利用しています。 

 

【 自立支援委員会より 】 

□ 昨年度の卒業生は、2名が就職、1名が短大に進学しました。今年の卒業生も進学希望者

がいます。少しずつですが進学を希望する生徒が増えてきています。基本は就労を目指

して生活という授業で生活技術の向上を目指していますが、自己理解や障がい受容がう

まくできていない生徒がいますのでどう指導していくかが課題です。 
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【 サポート室より 】 

□ 自立支援コースを設置している学校の中から４校が拠点校となっています。他校の相談

に乗ったり、コーディネーター連絡会を主催して情報交換をしたりしています。講演会

であれば一度行って終わりですが、相談になると継続して 2度 3度となることが多く、

ケース会議に参加したりすることもあります。 

 

【 1学年より 】 

□ 制服変わりました。48 期生ですので 50 周年のときに 3 学年がそろうことになります。

これから新しい 50 年の基礎になる生徒という意識を持つよう指導しています。基本的

には落ち着いています。 

 

【 2学年より 】 

□ 自分たちの時間割に慣れてきたのかなと感じます。少し講座ごとの人数が少なくなって

いるので目が届きやすいと思います。また、選択ごとの授業のおかげで人間関係が広が

ったようです。今年はスケジュール手帳を生徒･教員・業者で協力して作成しました。

生徒たちは色々なことを手帳で管理しているようで定着してきたと感じます。これから

文化祭・修学旅行と楽しみなことがありますが、夏休みには関大見学会・畿央大見学会

など進路を考えたレポートを課題にしています。

全体的に落ち着いた学年だと思います。 

 

【 3学年より 】 

□ 進路実現を目標にがんばっています。部活を引退

した生徒がそろそろ変わりつつあります。進路か

らの説明でもありましたが厳しい状況です。2月、

3 月までしっかり努力することが大切であると伝

え、学年を中心として学校全体でサポートしたい。 

 

 

■ 自立支援生の 1期生は、転職したが、スポーツでがんばっています。また、堺市の採用

で障がいを持った方の枠ができるようなので注意しておいてください。 

■ スケジュール手帳は 1年からなのか、毎日持ってきているのか。 

□ 1,2年がオリジナルのものを持っています。毎日持ってきて、講演会の感想などもメモ

しています。 

■ 堺東高校の成績を別紙にまとめてみました。1年後期から 2年前期にかけての落ち込み

が気になります。 

□ 教科の会議などでも話題になっています。他校での工夫などあれば教えていただきたい。 

■ 「自分で学習する時間が家で毎日 2 時間は必要である」といった学校全体での意識と

「これくらいはできないと」といった学校として当たり前のラインが必要です。 
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今年の日程 

  【第 2回】    令和元年 １２月 ３日 (火）  午後 2時～4時 

  【第 3回】    令和 2年  ２月１９日 (水）  午後 3時～5時 

を予定しています。よろしくお願いいたします。 


